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37kDa

LSP1

LSP1; WP34; Lymphocyte-specific protein 1; 47 kDa actin-binding protein; 52 kDa
phosphoprotein; pp52; Lymphocyte-specific antigen WP34
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は細胞内F-アクチン結合タンパク質をコードします。このタンパク質はリンパ球、好中球、マクロファージ、および内皮細胞で発現し、好中球の運動性、フィブリノーゲンマトリックスタンパク質への接着、および内皮透過性遊走を制御すると考えられます。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：好中球の活性化および走化性を媒介する役割を果たす可能性があります。,PTM：カゼインキナーゼII、プロテインキナーゼC、およびMAPKAPK2によってリン酸化されます。PKCによるリン酸化は膜から細胞質への移行を誘導します。MAPKAPK2によるリン酸化は好中球の走化性を制御する可能性があります。,サブユニット：アクチンに結合する。,組織特異性：活性化Tリンパ球。,
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	LSP1 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

